
は
じ
め
に

　

全
国
各
地
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
が
拡
大
の
様
子
を
見
せ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
２
０
１
３
年
４
月　

日
に
経
済

１６

産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
公
表
し
た

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１
３
年
１
月
時
点
に

お
い
て
、
固
定
価
格
買
取
制
度
（
以
下
「
買
取

制
度
」）の
対
象
設
備
と
し
て
認
定
さ
れ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
「
Ｒ
Ｅ
」）
の
発
電
総

量
は
、
７
３
６
９
Ｍ
Ｗ
と
な
っ
て
い
る
。
買
取

制
度
の
詳
細
は
後
述
す
る
と
し
て
、
７
３
６
９

Ｍ
Ｗ
と
い
う
規
模
が
、
ど
の
程
度
か
を
簡
単
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
た
い
。
日
本
の
原
発
の
出
力

を
１
０
０
万
ｋ
Ｗ
と
す
る
と
、
７
３
６
９
Ｍ
Ｗ

と
は
原
発
７
基
分
と
同
等
の
発
電
規
模
に
見
え

る
。
し
か
し
、
実
態
は
異
な
る
。
原
発
は
昼
も

夜
も
雨
の
日
も
安
定
稼
働
が
可
能
だ
が
、
た
と

２０１３．５４

信
用
組
合
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
の
誕
生
は
、
設
備
投
資
、
関
連
工
事
、
そ
の
後

の
発
電
所
の
運
転
維
持
管
理
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
急
速
に
拡
大
す
る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
例
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
上
げ
、信
用
組
合
に
と
っ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
探
る
。

　村岡元司

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所
社会・環境戦略コンサルティング本部　本部長　パートナー

新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
開
拓

　

い
ま
、
地
域
に
は
地
域
に
合
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
そ
こ
に
は
雇
用
の
創
出
や
新
し

い
資
金
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
。
新
し
い
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
、
医
療
介
護
事
業
、
６
次
産
業
化
な
ど
に

つ
い
て
は
、
大
手
行
か
ら
地
方
銀
行
が
す
で
に
進
出
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
協
同
組

織
金
融
機
関
と
し
て
の
信
用
組
合
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
な
す
べ
き
か
。
新
し
い
融
資
の
分
野
へ
の

課
題
を
追
う
。



え
ば
、
太
陽
光
発
電

は
夜
間
に
発
電
で
き

な
い
し
、
天
候
の
悪

い
日
に
は
発
電
出
力

が
落
ち
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
太
陽
光
発

電
施
設
の
平
均
的
な

稼
働
率
を　

％
程
度

１５

と
仮
定
し
、
７
３
６

９
Ｍ
Ｗ
が
す
べ
て
太

陽
光
発
電
で
あ
っ
た

と
仮
想
す
る
と
、
７

３
６
９
Ｍ
Ｗ
は
１
０

０
万
ｋ
Ｗ
級
の
原
発

１
・
１
基
分
と
同
等

レ
ベ
ル
の
発
電
所
と

解
釈
で
き
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
か
な

り
巨
大
な
Ｒ
Ｅ
発
電

所
が
わ
が
国
で
誕
生

し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｒ
Ｅ
）
の
　

固
定
価
格
買
取
制
度
の
概
要

　

ま
ず
、
Ｒ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
と
な
る
買
取

制
度
の
概
要
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

Ｒ
Ｅ
の
買
取
制
度
は
、
Ｒ
Ｅ
源
（
太
陽
光
、

風
力
、
水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
）
を
用
い

て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
国
が
定
め
る
固
定
価

格
で
一
定
の
期
間
、
電
気
事
業
者
に
調
達
を
義

務
づ
け
る
も
の
で
、
２
０
１
２
年
７
月
１
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
国
が
定
め
る
固

定
価
格
と
そ
の
買
取
期
間
だ
。
こ
れ
が
十
分
に

高
い
価
格
で
長
期
間
継
続
す
る
と
、
Ｒ
Ｅ
発
電

事
業
が
十
分
な
採
算
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

実
は
、供
制
度
導
入
後
３
年
間
は
、
発
電
事
業
に

参
入
す
る
企
業
の
利
潤
に
配
慮
す
る
こ
と
僑
と

さ
れ
て
お
り
、ス
タ
ー
ト
時
点
で
は
、固
定
価
格

と
買
取
期
間
は
表
―
１
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
一
般
家
庭
の
電
気
料
金
が
お
よ
そ　
２０

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
程
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
表
―
１
に
示
さ
れ
た
Ｒ
Ｅ
の
電
力
料
金
は

か
な
り
高
価
格
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
引
き
続
く
原
発
事
故
の
影

響
で
電
力
不
足
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
陥
る

な
か
、
Ｒ
Ｅ
導
入
の
機
運
は
強
く
、
Ｒ
Ｅ
に
投

資
を
行
い
、
売
電
事
業
を
行
う
事
業
者
は
、
Ｉ

Ｒ
Ｒ
（
内
部
利
益
率
）
で
６
％
（　

ｋ
Ｗ
以
上

１０

の
太
陽
光
）、
８
％
（　

ｋ
Ｗ
以
上
の
風
力
）、

２０

　

％
（
地
熱
）、
７
％
（
中
小
水
力
）
程
度
を
確

１３

２０１３．５５

新ビジネスへの開拓

表－１　固定価格買取制度における買取価格と買取期間（その１）

中　小　水　力地　　熱風　　力太　陽　光電源

２００ｋＷ
未満

２００ｋＷ以上
１，０００ｋＷ未満

１，０００ｋＷ以上
３０，０００ｋＷ
未満

１．５万ｋＷ
未満

１．５万ｋＷ
以上２０ｋＷ未満２０ｋＷ以上１０ｋＷ未満

（余剰買取）１０ｋＷ以上調達区分

３５．７０円３０．４５円２５．２０円４２．００円２７．３０円５７．７５円２３．１０円４２．００円４２．００円調達価格
（１ｋＷｈ当たり）

２０年１５年２０年２０年１０年２０年調達期間

（※：調達価格は税込み金額）

バ　イ　オ　マ　ス電源

固形燃料燃焼
（リサイクル木材）

固形燃料燃焼
（下水汚泥）

固形燃料燃焼
（一般廃棄物）

固形燃料燃焼
（一般木材）

固形燃料燃焼
（未利用木材）

ガス化
（家畜糞尿）

ガス化
（下水汚泥）調達区分

１３．６５円１７．８５円２５．２０円３３．６０円４０．９５円調達価格
（１ｋＷｈ当たり）

２０年２０年２０年２０年調達期間

表－１　固定価格買取制度における買取価格と買取期間（その２）

（※：調達価格は税込み金額）



保
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
決
定
さ
れ
た
の
が
表

―
１
に
示
し
た
固
定
価
格
と
買
取
期
間
で
あ

る
。　

年
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
、
一
定
の
価

１０

格
で
売
電
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
、
発
電
事
業
者
に
と
っ
て
は
か
な
り
魅
力
的

な
事
業
と
な
る
。
加
え
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
等

の
Ｒ
Ｅ
発
電
設
備
を
海
外
か
ら
低
コ
ス
ト
で
調

達
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
収
益
性
は
さ
ら
に

向
上
す
る
。

　

続
い
て
、
お
金
の
流
れ
を
整
理
し
て
お
こ

う
。
買
取
制
度
の
特
徴
は
、
従
来
型
の
火
力
発

電
や
原
子
力
発
電
と
比
較
し
て
発
電
原
価
の
高

い
Ｒ
Ｅ
に
つ
い
て
、
追
加
コ
ス
ト
を
国
民
の
電

力
料
金
に
上
乗
せ
す
る
点
に
あ
る
。
図
―
１
に

示
し
た
と
お
り
、
わ
れ
わ
れ
一
般
生
活
者
の
電

気
代
に
賦
課
金
（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
）
が
上
乗
せ

さ
れ
、
回
収
さ
れ
た
賦
課
金
は
費
用
負
担
調
整

機
関
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら

が
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
表
―
１
で
示
し
た
価

格
で
電
力
を
調
達
し
た
電
力
会
社
に
賦
課
金
の

プ
ー
ル
か
ら
買
取
費
用
な
る
も
の
が
交
付
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
表
―

１
に
示
し
た
Ｒ
Ｅ
の
高
い
発
電
原
価
を
反
映
し

た
電
力
料
金
は
、
い
っ
た
ん
、
電
力
会
社
が
負

担
す
る
が
、
そ
の
後
、
消
費
者
か
ら
集
め
た
賦

課
金
が
電
力
会
社
に
交
付
さ
れ
、
電
力
会
社
の

負
担
が
過
度
に
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
現
実
の
電
力
会
社
の

負
担
は
い
く
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
回

避
可
能
原
価
と
呼
ば
れ
、
電
力
会
社
ご
と
に
異

２０１３．５６

図－１　固定価格買取制度の概要

（出所：経済産業省資源エネルギー庁「再生可能エネルギーの固定価格買取制度について」
平成２４年７月）
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な
っ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
４
円
〜
８
円
／
ｋ

Ｗ
ｈ
の
範
囲
の
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
回
避
可

能
原
価
が
電
力
会
社
に
よ
っ
て
２
倍
近
く
異
な

る
こ
と
も
目
を
引
く
が
、
そ
れ
以
上
に
、
表
―

１
の
買
取
価
格
と
回
避
可
能
原
価
の
差
が
賦
課

金
と
し
て
消
費
者
か
ら
徴
収
さ
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
そ
の
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
、
そ

の
分
、
消
費
者
の
負
担
も
大
き
く
な
る
懸
念
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
今
後
、
Ｒ
Ｅ
の
導
入
量

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
消
費
者
の
負
担
感

は
増
し
て
い
く
。
買
取
制
度
の
先
進
国
で
あ
る

ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
こ
の
消
費
者
の
負
担
感
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因
と
な
り
、
い
っ
た

ん
定
め
ら
れ
た
固
定
価
格
の
見
直
し
が
行
わ

れ
、
回
避
可
能
原
価
と
の
差
を
小
さ
く
す
る
運

用
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
わ
が
国
で
も
、
今

後
、
類
似
の
事
態
が
発
生
し
な
い
と
は
限
ら

ず
、
買
取
制
度
の
将
来
見
通
し
に
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

Ｒ
Ｅ
の
導
入
状
況
と
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

　

以
上
の
と
お
り
、
Ｒ
Ｅ
発
電
事
業
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
価
格
設
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
Ｒ
Ｅ
の
導
入
量
は
拡
大
し
、
冒
頭
に
紹
介

し
た
原
発
１
・
１
基
分
の
発
電
と
同
等
の
レ
ベ

ル
に
到
達
し
つ
つ
あ
る
。
で
は
、
ど
の
種
類
の

Ｒ
Ｅ
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
を
見
て
み
よ
う
。

　

図
―
２
（
次
頁
）
は
冒
頭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

デ
ー
タ
（
２
０
１
３
年
１
月
時
点
）
に
お
け
る
、

買
取
制
度
の
認
定
対
象
設
備
の
発
電
総
量
の
内

訳
を
示
し
た
も
の
だ
。
太
陽
光
発
電
（　

ｋ
Ｗ

１０

以
上
）
が
全
体
の　

％
を
占
め
て
他
を
圧
倒
し

７８

て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
い
る
の
も
太
陽
光
発

電
で
規
模
が　

ｋ
Ｗ
未
満
と
小
さ
い
も
の
が
全

１０

体
の　

％
。
こ
れ
ら
２
つ
で
全
体
の　

％
を
超

１３

９０

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
状
で

は
、
太
陽
光
発
電
ビ
ジ
ネ
ス
＝
Ｒ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　

次
に
参
入
事
業
者
を
見
て
み
よ
う
。

　

た
と
え
ば
、
村
田
製
作
所
は
滋
賀
県
野
洲
市

の
事
業
所
に
１
Ｍ
Ｗ
規
模
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
本
年
４
月
か
ら
買
取
制
度
を
利
用
し

た
売
電
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
同
社
は

こ
の
事
業
で
年
間
３
８
０
０
万
円
程
度
の
売
上

を
見
込
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
工
場
を
保
有
す

る
メ
ー
カ
ー
が
自
社
工
場
や
工
場
跡
地
に
太
陽

光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
例
は
枚
挙
に 
暇 
が
な

い
と
ま

い
。
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
中
越
パ
ル
プ
工
業
、
カ

ゴ
メ
な
ど
最
近
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
事
例
だ
け
で

も
相
当
な
数
が
あ
る
。
ま
た
、
京
セ
ラ
・
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
・
九
電
工
・
京
都
銀
行
・
鹿
児

島
銀
行
・
竹
中
工
務
店
の
７
社
が
共
同
出
資
会

社
（
鹿
児
島
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
）
を
設
立
し
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
抱
え
る
遊
休
地
に
出
力　

Ｍ
Ｗ
の
巨

７０

大
な
太
陽
光
発
電
所
を
整
備
し
、
売
電
事
業
を

行
う
例
も
生
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
売
店

や
倉
庫
会
社
が
グ
ル
ー
プ
の
店
舗
や
倉
庫
の
屋

根
を
利
用
し
て
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
を
行

う
例
も
多
い
。
コ
メ
リ
や
プ
ロ
ロ
ジ
ス
、
ロ
ー

ソ
ン
や
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
な
ど
、
こ
の
タ

イ
プ
の
例
も
多
数
あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
が
保
有
地
や
学
校
・
体

育
館
の
屋
根
等
を
民
間
企
業
に
有
料
で
貸
し
出

し
、
民
間
企
業
が
自
ら
の
リ
ス
ク
で
太
陽
光
発

電
を
設
置
・
運
営
す
る
例
も
多
い
。
こ
う
し
た

場
合
の
民
間
企
業
は
、
公
募
で
選
定
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。
さ
ら
に
、
徳
島
県
は
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
跡
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、

県
が
事
業
者
と
し
て
売
電
事
業
を
行
お
う
と
し

て
い
る
。
廃
棄
物
処
分
場
跡
地
は
土
壌
汚
染
等

の
懸
念
も
あ
り
、
そ
の
有
効
利
用
用
途
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
が
、
大
規
模
太
陽
光
ビ
ジ
ネ
ス

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
利
用
価
値
が
生
ま
れ
は

じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
高
知
県
馬
路
村
は
降
水

量
が
多
い
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
中
小
水
力

発
電
事
業
を
自
ら
営
み
、
売
電
収
入
を
地
域
活

性
化
な
ど
に
活
用
し
て
い
く
と
い
う
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
も
多
様
化
し
て
い
る
。
製
造
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
製
造
が
す

ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
が
、
パ
ネ
ル
製
造
は
国
内
外

企
業
が
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
実

は
直
流
か
ら
交
流
へ
の
電
力
変
換
を
行
う
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
パ
ワ
コ
ン
）
の
製

造
を
行
う
国
内
企
業
が
も
っ
と
も
堅
調
と
い
う

指
摘
も
あ
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
表
面
を
保
護

す
る
と
と
も
に
、
汚
れ
に
く
く
す
る
こ
と
で
発

電
効
率
を
向
上
さ
せ
る
表
面
保
護
シ
ー
ト
を
販
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売
す
る
部
品
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
生
ま
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
を
製
造
す
る
だ
け
で

な
く
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
置
を
行
う
施

工
サ
ー
ビ
ス
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
表
面
の
汚
れ

等
に
よ
る
発
電
出
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
遠

隔
監
視
サ
ー
ビ
ス
、
さ
ら
に
は
、
初
期
投
資
を

平
準
化
す
る
た
め
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
や
パ
ワ
コ
ン
の

リ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も

生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な

ビ
ジ
ネ
ス
も
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
、
買
取
制
度
は
、
Ｒ

Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
の
観

点
か
ら
は
、
一
定
の
成
果

を
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

　

で
は
、
そ
こ
に
課
題
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
信
用
組
合
に
と
っ
て

の
事
業
機
会
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
に
、
こ
れ
ら
の

点
を
見
て
い
こ
う
。

　

新
事
業
が
生
ま
れ
れ

ば
、
当
然
そ
こ
に
は
新
し
い
資
金
需
要
が
生
ま

れ
る
。
Ｒ
Ｅ
事
業
も
例
外
で
は
な
い
。
現
状
で

は
大
半
が
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
で
あ
る

が
、
新
し
い
資
金
需
要
は
生
ま
れ
て
い
る
。
か

つ
、
新
た
な
資
金
需
要
先
は
、
か
な
り
安
定
的

に
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
優
良

な
需
要
家
だ
。
金
融
機
関
が
手
放
し
て
お
く
は

ず
は
な
い
。
実
際
、
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
２
年
度
、
全
国
で
８
件
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
提
供
し
た
と
さ
れ
る
。
対
象

事
業
の
総
事
業
費
は
１
０
０
０
億
円
弱
で
、
う

ち
融
資
額
は
８
３
０
億
円
。
う
ち
約
２
７
０
億

円
は
上
述
し
た
供
鹿
児
島
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
僑

向
け
の
も
の
だ
。
さ
ら
に
、
同
グ
ル
ー
プ
は
大

規
模
太
陽
光
発
電
に
投
資
す
る
専
門
フ
ァ
ン
ド

を
設
け
、
事
業
会
社
等
と
連
携
し
た
共
同
出
資

の
ほ
か
、
地
方
銀
行
と
の
協
調
融
資
も
行
う
と

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
以
前
か
ら
風
力
発
電
の

事
業
性
評
価
に
は
定
評
の
あ
っ
た
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
は
、
太
陽
光
発
電
に
比
べ
数
は
少
な

い
も
の
の
風
力
発
電
事
業
へ
の
融
資
を
行
っ
て

い
る
。
三
井
住
友
銀
行
も
、
大
規
模
太
陽
光
発

電
事
業
を
中
心
に
２
０
１
２
年
度
で　

億
円
程

５０

度
の
融
資
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
手
銀
行
と

差
別
化
し
た
融
資
を
狙
っ
て
い
る
の
は
、
新
生

銀
行
で
あ
る
。
北
海
道
で
５
・
５
Ｍ
Ｗ
の
太
陽

光
発
電
事
業
へ
の
融
資
を
決
定
し
て
お
り
、
今

後
、
中
小
規
模
の
事
業
を
対
象
に
し
た
ノ
ン
リ

コ
ー
ス
型
ロ
ー
ン
を
販
売
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
地
方
銀
行
に
お
い
て
も

武
蔵
野
銀
行
は
「
太
陽
の
恵
み
」
と
名
付
け
た

　

年
の
融
資
期
間
の
商
品
（
買
取
制
度
に
あ
わ

２０せ
て　

年
と
設
定
）
を
開
発
済
み
で
あ
る
。
類

２０

似
商
品
は
常
陽
銀
行
や
百
五
銀
行
も
開
発
済
み

と
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
み
ち
の
く
銀
行
も
大

２０１３．５８
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図―２　再生可能エネルギー導入状況

信
用
組
合
に
と
っ

て
の
Ｒ
Ｅ
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性



規
模
太
陽
光
発
電
事
業
へ
の
融
資
実
績
が
あ

り
、
京
都
銀
行
や
鹿
児
島
銀
行
は
上
述
し
た

供
鹿
児
島
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
僑に
出
資
し
て
い

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
手
金
融
機
関
か
ら
地
方

銀
行
ま
で
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
新
た
な
資
金

需
要
に
対
応
す
る
金
融
機
関
は
着
実
に
増
加
し

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
現
状
、
信
用
組

合
の
存
在
感
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
で
は
、

こ
の
ま
ま
伸
び
る
市
場
を
見
過
ご
す
し
か
方
法

が
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

答
え
は
否
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
。

　

図
―
２
で
見
た
と
お
り
、
Ｒ
Ｅ
の
買
取
制
度

と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
で
拡
大
し
て
い
る
の
は

太
陽
光
発
電
の
み
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

状
態
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
風
力
、
地
熱
、
中

小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
Ｒ
Ｅ
に
つ
い
て

は
、
必
ず
し
も
順
調
に
拡
大
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
影
響
も
あ
り
、
２
０
１
３
年

４
月
か
ら
採
用
さ
れ
る
見
直
し
固
定
価
格
で

は
、
太
陽
光
の
固
定
価
格
が
ｋ
Ｗ
ｈ
当
た
り
、

　

・
８
円
（　

円
＋
税
）（　

ｋ
Ｗ
以
上
）、　

３７

３６

１０

３８

円
（　

ｋ
Ｗ
未
満
）
に
ま
で
低
減
さ
れ
る
一
方
、

１０

ほ
か
の
Ｒ
Ｅ
の
固
定
価
格
は
据
置
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
既
述
の

と
お
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
規
模
太
陽

光
発
電
事
業
は
、
都
市
銀
行
や
地
方
銀
行
に

よ
っ
て
資
金
提
供
の
実
績
が
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
風
力
・
地
熱
・
中
小
水
力
・
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の
発
電
は
、
開
拓
の
余
地
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
供
あ
の
場
所
に
は
強
い
風
が
吹

い
て
い
る
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
僑、
供
あ
そ
こ

に
は
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
温
泉
が
あ
る
僑、

供
あ
の
山
の
ふ
も
と
に
は
年
中
、
一
定
水
量
の

流
れ
が
存
在
す
る
農
業
用
水
路
が
あ
る
僑、
あ

る
い
は
、
供
あ
の
地
域
で
は
果
物
の
剪
定
枝
が

毎
年
、
大
量
に
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お

り
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
さ
れ
て
い
な
い
僑
な
ど
の

Ｒ
Ｅ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
関
す
る
情
報
は
、
き

わ
め
て
地
域
密
着
性
が
高
い
。
加
え
て
、
中
小

水
力
発
電
・
地
熱
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

影
響
を
与
え
る
水
利
権
、
木
材
加
工
な
ど
を
行

う
地
元
事
業
者
等
に
関
す
る
情
報
も
、
き
わ
め

て
地
域
密
着
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
太
陽

光
発
電
以
外
の
Ｒ
Ｅ
発
電
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
事
業
者
や
関
係
者
に

計
画
立
案
か
ら
事
業
実
施
ま
で
一
定
の
優
位
性

が
あ
り
、
狭
域
高
密
度
と
い
う
特
徴
を
有
す
る

地
域
信
用
組
合
な
ど
は
、
Ｒ
Ｅ
発
電
事
業
の
発

案
者
と
し
て
、
関
連
者
を
巻
き
込
ん
で
い
く
非

常
に
良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
と
い
え
る
。

　

Ｒ
Ｅ
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
と
手
続
き
を
踏
め
ば
設
備

認
定
を
獲
得
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
で

き
る
か
。
こ
う
し
た
知
見
を
蓄
積
し
、
関
係
者

を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
未
開
拓
の
Ｒ
Ｅ

を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
可
能
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
信
用
組
合
の
奮
起

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
来
で
あ
れ
ば
Ｒ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
の

課
題
を
整
理
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
誌
面
の

関
係
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
２
つ
の
点
に
触
れ

て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
た
い
。

　

第
一
は
、
国
民
負
担
の
増
加
で
あ
る
。
既
述

の
と
お
り
、
Ｒ
Ｅ
導
入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
増
大
部
分
は
消
費
者
が
負
担
す
る
。
電

力
料
金
の
値
上
が
り
が
効
い
て
く
る
の
は
こ
れ

か
ら
だ
。
ド
イ
ツ
な
ど
の
例
に
も
見
ら
れ
る
と

お
り
、
こ
の
負
担
が
重
く
な
り
過
ぎ
る
と
固
定

価
格
が
抑
制
さ
れ
、
Ｒ
Ｅ
事
業
の
採
算
性
確
保

が
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
新
し
く
導

入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
負

担
と
事
業
性
の
関
係
に
は
、
今
後
も
十
分
な
配

慮
が
必
要
だ
。

　

第
二
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
い
う

考
え
方
の
こ
と
で
あ
る
。
買
取
制
度
は
、
Ｒ
Ｅ

の
利
用
を
増
加
さ
せ
る
仕
組
み
で
は
あ
る
が
、

地
域
固
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
利
用
す
る

仕
組
み
（
い
わ
ゆ
る
地
産
地
消
の
仕
組
み
）
で

は
な
い
。
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
と
い
う
言
葉
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
買
取

制
度
に
則
り
、
Ｒ
Ｅ
を
電
力
会
社
に
売
電
す
る

だ
け
で
は
、
地
産
地
消
に
は
な
ら
ず
、
別
の
仕

組
み
を
工
夫
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
仕
組
み
の
検
討
は
、
す
で
に
か
な
り
の
程
度

進
ん
で
い
る
。
ま
た
別
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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